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　今、教育に求められているものは、子ども一人ひとりが大切にされ、ゆ
たかな人間関係の中で教育が行われることである。このことは保護者・地
域住民・教職員共通の願いであり、そのためには教育条件整備のために教
育予算の確保が不可欠である。
　義務教育について国が必要な経費を負担する義務教育費国庫負担制度は、
教育の機会均等とその水準の維持向上を図ることを目的として、義務教育
制度を財政面から支える重要な役割を担っている。
　しかし、今年度から、義務教育費国庫負担金については、国負担が２分
の１から３分の１に削減されたため、これまで以上に地方への財政負担が
増している。今後も地方の財源確保策が不十分なまま義務教育費国庫負担
制度が縮小・廃止された場合には、地方財政を著しく圧迫し、義務教育の
円滑な推進に重大な影響を及ぼすことが懸念される。
　また、神奈川県においては、今後、児童・生徒数が増加に転じることか
ら、次期教職員定数改善計画の早期策定をはじめ、教職員配置のさらなる
充実が必要不可欠といえる。
　よって、国においては、義務教育に係る予算について、地方財政を圧迫
するような負担転嫁とならないよう財源を確保するとともに、教科書無償
制度を堅持し保護者の負担軽減を図るなど、行き届いた豊かな教育の実現
に向けて特段の措置を講ぜられるよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　
　　平成１８年９月２６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　綾瀬市議会議長　山　岸　篤　郎　

　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣　　あて

定数改善計画早期策定を求める意見書
義務教育費国庫負担制度存続、教職員

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

近
藤
　
秀
二

基地内の雨水流出

抑制のためせきの

設置を要請しては

　
問
　
厚
木
基
地
に
降
っ
た
雨
水
は
、
滑

走
路
側
は
地
下
浸
透
や
調
整
池
で
対
応
し

て
い
る
。
し
か
し
、
住
宅
等
の
あ
る
西
側

の
雨
水
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
に
蓼
川

に
流
入
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
本
市
は

都
市
化
が
進
む
中
で
雨
水
浸
透
や
保
水
能

力
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
基
地
内
の
雨

水
は
基
地
内
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
基
地
内
の
蓼

川
沿
い
に
広
大
な
林
や
草
地
が
あ
る
が
、

そ
の
下
流
に
せ
き
を
作
り
雨
水
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
洪
水
に
有
効
と
考
え

る
た
め
、
せ
き
の
設
置
を
要
請
し
て
は
。

ま
た
、
緑
被
率
を
あ
げ
る
た
め
基
地
内
に

樹
木
の
植
栽
を
要
望
し
て
は
ど
う
か
。
　

　
答
　
昨
年
も
今
年
も
基
地
内
に
遊
水
地

を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う

国
に
要
望
し
て
い
る
が
、
そ
の
回
答
と
し

て
は
、
本
市
と
調
整
し
つ
つ
実
態
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

基
地
内
の
雨
水
排
水
の
経
路
等
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
現
地
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
雨
水
調
整
池
等
へ
の
流
入
機
能
が
十

分
に
果
た
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
っ
た

た
め
、
改
め
て
厚
木
基
地
内
の
雨
水
対
策

の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
国
に
対
し
て
要
請

し
て
い
く
。
ま
た
、
国
や
米
軍
に
対
し
て

も
基
地
内
の
緑
化
を
さ
ら
に
進
め
て
も
ら

え
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
市
民
公
募
債
に
つ
い
て｣

「
蓼

川
の
源
流
浄
化
に
つ
い
て
」
「
Ｉ
Ｔ
を
使

っ
た
理
解
の
進
む
教
育
を
」
を
質
問
）

９月定例会で可決された意見書月定例会で可決された意見書９月定例会で可決された意見書

本
蓼
川
墓
園
増
設
整
備
の
構

想
と
そ
の
取
り
組
み
状
況
は

新
政
会 
山
田
　
晴
義

　
問
　
民
営
の
墓
地
が
増
え
て
い
る
中
、

公
費
投
入
に
よ
る
墓
園
整
備
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
考
慮
す
る
点
も
あ
る
が
、
依
然

と
し
て
遺
骨
を
持
つ
墓
地
の
な
い
市
民
が

多
い
こ
と
や
価
格
面
か
ら
、
公
営
墓
地
の

要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
墓
地
が

六
百
区
画
を
越
え
る
市
営
の
本
蓼
川
墓
園

は
、
既
に
完
売
し
て
お
り
、
隣
接
地
へ
の

整
備
計
画
も
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
当
該
用

地
が
不
適
切
と
判
明
し
、
改
め
て
既
存
の

本
蓼
川
墓
園
内
に
増
設
す
る
考
え
と
聞
い

て
い
る
。
ぜ
ひ
、
こ
の
三
年
の
う
ち
に
公

営
墓
園
の
整
備
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
が
、

昨
年
度
に
実
施
し
た
地
質
調
査
の
結
果
並

び
に
整
備
構
想
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
答
　
第
二
次
公
営
墓
園
整
備
事
業
は
計

画
段
階
に
お
い
て
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
た
が
、
核
家
族
化
や
少
子
・

高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
墓
地
に
対
す
る
考

え
方
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
墓
地
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
に
対
応
し
た
公
営
墓
地

の
あ
り
方
を
再
検
討
し
、
既
存
の
墓
園
内

に
増
設
整
備
す
べ
く
地
質
調
査
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
納
骨
堂
な
ど
の
建
設
は
可
能
と

の
調
査
結
果
と
世
代
の
引
継
ぎ
や
使
用
者

の
負
担
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
ス
ペ

ー
ス
を
有
効
活
用
で
き
る
集
合
的
利
用
形

態
の
納
骨
堂
と
管
理
事
務
所
の
整
備
を
計

画
し
て
お
り
、
来
年
度
に
設
計
し
、
平
成

二
十
、
二
十
一
年
度
で
建
設
し
た
い
。

（
他
に「
地
域
高
齢
者
憩
の
家
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

現
状
把
握
と
今
後
の
対
応
は

公
明
党 

出
口
け
い
子

　
問
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も

へ
の
対
応
と
し
て
学
校
関
係
者
が
共
通
の

認
識
で
い
る
た
め
に
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
全

般
の
正
し
い
知
識
と
そ
の
対
応
や
緊
急
治

療
薬
で
あ
る
エ
ピ
ペ
ン
の
使
用
方
法
な
ど

の
研
修
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
そ

の
現
状
は
。
ま
た
、
エ
ピ
ペ
ン
は
薬
剤
投

与
に
な
る
の
で
本
人
と
家
族
に
し
か
打
て

な
い
ば
か
り
か
、
救
急
救
命
士
で
も
心
肺

停
止
に
な
ら
な
け
れ
ば
接
種
で
き
な
い
現

状
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
国
等

に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
現

在
市
内
に
エ
ピ
ペ
ン
を
処
方
で
き
る
医
院

が
無
い
が
そ
の
対
策
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
学
校
給
食
の
現
状
は
。

　
答
　
児
童
・
生
徒
に
直
接
か
か
わ
る
教

職
員
に
と
っ
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
正
し
い
理
解
、
認
識
は
重
要
で
あ
る
た

め
食
に
関
す
る
課
題
と
併
せ
て
、
来
年
度

の
研
修
体
系
に
位
置
付
け
て
い
く
方
向
で

検
討
す
る
。
ま
た
、
救
急
救
命
士
の
薬
剤

投
与
に
つ
い
て
は
、
今
年
救
命
処
置
範
囲

の
拡
大
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
た
め
、
本
市

で
も
来
年
度
以
降
講
習
及
び
実
習
を
受
け

る
べ
く
準
備
を
進
め
な
が
ら
救
命
行
為
拡

大
に
つ
い
て
も
要
望
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

エ
ピ
ペ
ン
の
処
方
に
つ
い
て
は
、
医
療
機

関
に
相
談
す
れ
ば
対
応
可
能
と
の
こ
と
で

あ
る
。
な
お
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た

給
食
は
現
在
の
施
設
と
ス
タ
ッ
フ
で
は
難

し
い
が
、
食
材
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

（
他
に「
道
路
行
政
に
つ
い
て
」を
質
問
）

必
要
性
が
疑
問
な
自
治
基
本

条
例
を
本
当
に
つ
く
る
の
か

　 

清
水
　
勝
利

　
問
　
自
治
基
本
条
例
は
本
当
に
必
要
な

の
か
疑
問
で
あ
る
。
ど
の
先
例
市
の
議
事

録
等
を
読
ん
で
も
必
要
性
の
明
快
な
答
え

は
な
く
、
今
だ
に
説
明
で
き
る
人
は
い
な

い
と
思
う
。
現
状
で
も
憲
法
を
は
じ
め
、

刑
法
、
民
法
、
地
方
自
治
法
、
市
条
例
や

市
民
憲
章
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
の
中

で
生
活
し
て
い
る
訳
で
あ
り
、
こ
の
条
例

が
な
く
て
も
多
分
変
わ
ら
な
い
と
思
う
が
、

つ
く
れ
ば
全
市
民
の
利
益
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
私
は
策
定
過
程
よ
り
も
最
終
的
な

実
用
性
や
内
容
が
重
要
と
思
う
が
、
市
は

過
程
が
重
要
と
言
い
な
が
ら
、
い
き
な
り

策
定
か
ら
始
め
、
一
番
重
要
な
「
条
例
の

必
要
性
の
議
論
」
を
飛
ば
し
て
い
な
い
か
。

　
答
　
地
方
分
権
に
よ
り
地
方
自
治
体
の

自
己
決
定
権
が
拡
大
さ
れ
地
域
特
性
を
生

か
し
た
施
策
展
開
が
必
要
な
た
め
、
自
律

し
た
市
民
自
治
を
目
指
す
時
代
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
市
の
自
治
基
本
条
例
は
市
民

本
位
の
行
政
経
営
を
行
う
た
め
、
市
民
と

行
政
の
か
か
わ
り
方
を
定
め
る
こ
と
を
目

的
に
市
民
が
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
審
議

し
条
例
案
を
つ
く
り
、
普
遍
的
な
市
民
自

治
を
目
指
す
も
の
で
、
当
然
市
民
の
利
益

に
な
る
と
確
信
す
る
。
ま
た
、
必
要
性
を

含
め
、
市
政
三
十
周
年
と
な
る
平
成
二
十

年
の
施
行
を
目
途
に
、
十
分
時
間
を
か
け

て
議
論
し
て
も
ら
う
た
め
、
検
討
委
員
会

を
こ
の
八
月
か
ら
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
他
に
「
意
識
改
革
は
ど
れ
く
ら
い
進
み

ま
し
た
か
」
を
質
問
） 

「へぇー よくできているね」市役所１階の会議室で第２１回あやせっ子創
意くふう展が開催され、小学生の２２３作品に来場者も感心していました

　
各
委
員
会
は
、
情
報
を
収
集
し
、
専
門

的
知
識
を
深
め
、
優
れ
た
施
策
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
先
進
地
等
を
視
察
し

て
、
特
定
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
視
察
内
容
の
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
総
務
常
任
委
員
会

　
視
察
日
程
・
十
一
月
七
日
〜
八
日

【
福
島
県
郡
山
市
】

▽
行
政
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
及
び

き
ら
め
き
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て

【
福
島
県
会
津
若
松
市
】

▽
グ
ル
ー
プ
制
及
び
人
材
育
成
基
本
計
画

に
つ
い
て

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
視
察
日
程
・
十
一
月
六
日
〜
七
日

【
滋
賀
県
甲
賀
市
】

▽
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び

甲
南
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
に
つ
い
て

【
滋
賀
県
草
津
市
】

▽
下
水
道
事
業
及
び
市
街
地
排
水
浄
化
対

策
事
業
に
つ
い
て

委
員
会
の
行
政
視
察


